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1シンポジウム「なぜゲルマニスティクか」 （要旨）
関大独文学会では，今回から「共同研究」への足がかりをつかむため，
これまでの個別研究発表以外にも，シンポジウム形式等の新しい企画をう
ち出そうということになった．今回は，はじめての試みでもあり， とりあ
えず，本学会に関係する人々が共通してもっている課題ということで，表
記のテーマについて，率直に話し合おうということになった． しかしあま
りにも漠然としたテーマなので，討論の材料を提供するため，学部3．4
回生，大学院生，教員を対象にしたアンケート調査をすることになった．
ただしこのアンケートの際にも， とくに学生に対して「なぜ独文科に？」
という発問は，どれだけ意味のあるものかという点がそもそも疑問であっ
た．そこでアンケートは，正面からそのように問う形からはいくらかズレ
てはいるが，関大独文学科の教育・研究の現状について，どう考えるかと
いう点に重点が置かれた．アンケートの結果，とくに明確になったことは，
一つは，学生が古典作品等を敬遠する傾向にあること，第二に，学生・院
生・教員とも独文学科の教育で語学力のさらに徹底した養成が必要だと考
えていること，第三に，本学での教育が卒業後の職業にほとんど役立たな
いだろうと学生が意識している点等である．
アンケート報告に続いて，小川教授から基調報告があった．その主旨は，
ゲルマニスティクは直接的実用性には乏しいが，優れた精神性を擁するも
のであり，多くの学生が目先の利益にとらわれてゲルマニスティク研究の
本質に踏みこんでないのは遺憾である，単に主観的な好悪から研究をする
のではいけない，それは印象批評に終始してしまうのであり，文学を社会
的な現象として科学的に研究することが重要である， というものであっ
た．
その後，討論があり，多様な見解が，教員，院生から述べられた．テー
I
Tマが大きいので，簡単にまとめることはできないが，学生諸君が独文科で
学んでよかったと感じるように，実用的語学の面でも，演習・講義の面で
も，独文科の教育・研究を，質的に充実し，系統化していく必要があると
いう点では，全員一致しているようであった． （宇佐美幸彦）
学生に対するアンケート結果
（1979年11月実施．対象：独文学科3．4回生，回収率66.0％）
1． 現在の関大の独文学教育に満足していますか．
①ほぼ満足． 2．9％
②必ずしも満足ではないが現在の諸条件からしてやむをえない． 44.3％
③不満． 40％
④その他・無回答． 12．8％
2． 独文科で受けた教育は，本学卒業後，どのような形で，あなたの生活
にかかわると思いますか．
①ドイツ語・ドイツ文学の研究を続けたい． 2．8％
②本学での教育（ドイツ語を含）を活用できる職業につきたい． 4．3％
③将来の職業には直接有用でなくても本学で学んだ国際的な知識・視
野・感覚を自己の職業に活用したい． 12.9％
④直接職業に役立たないとしても深い教養として人生の指針にしたい．
55．7％
⑤将来の人生にほとんど何の役割も果たさないと思う． 18．6％
⑥その他・無回答． 5.7％
3． 専門科目の教育のうち，どれをもっと充実したらよいか（3項目まで
回答できる)．
①ドイツ語の実力養成85．7％②卒論指導48．6％③独文学の入門的
概論45．7％④現代の作品38．6％⑤語学概論と語学演習17．1％⑥
小説143％⑦古典的作品10.0%③ドラマ2.9%⑨詩文学2.9%
